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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年3月25日(2021.3.25)

【公表番号】特表2018-519402(P2018-519402A)
【公表日】平成30年7月19日(2018.7.19)
【年通号数】公開・登録公報2018-027
【出願番号】特願2018-500354(P2018-500354)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  33/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2018.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   33/06     　　　　
   Ｃ０８Ｌ  101/04     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/00     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年2月10日(2021.2.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ
１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物
　ｂ）フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物
　ｃ）ハロゲン含有熱可塑性ポリマー
を含む組成物において、
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが１０５℃未満であり、フィラーＦ又は
２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の量が、ハロゲン含有熱可塑性ポリマーに
対して１ｐｈｒ～２５０ｐｈｒであることを特徴とし、
　フィラー（Ｆ）の一部又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の一部が、（
メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及
び（Ａ１ｂ）の混合物を含む組成物に添加され、フィラー（Ｆ）の他の部分又は２種のフ
ィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の他の部分が、ハロゲン含有熱可塑性ポリマーとは
別個に組成物に添加されるか、又は既にハロゲン含有熱可塑性ポリマーと共に存在する状
態で組成物に添加され、
　フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の少なくとも一部が
、炭酸カルシウム、焼成クレー、シリカ（ヒュームド又は沈降）、クレー、モンモリロナ
イト（ナノクレー）、ゼオライト又はパーライトから選択される鉱物フィラーである、組
成物。
【請求項２】
　フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の量が、ハロゲン含
有熱可塑性ポリマーに対して２ｐｈｒより多い、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して２ｐｈｒ～２００ｐｈｒのフィラー（Ｆ）又は
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２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物を含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　ハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して０．０１ｐｈｒ～２０ｐｈｒの（メタ）アクリ
ルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）
の混合物を含む、請求項１から３の何れか一項に記載の組成物。
【請求項５】
　ハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して０．１５ｐｈｒ～４ｐｈｒの（メタ）アクリル
コポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の
混合物を含む、請求項１から３の何れか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物が炭酸カルシウムか
ら選択される、請求項１から５の何れか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物が、メタクリル酸メチルを少なくとも５０重量％含むコポリマ
ーから選択される、請求項１から５の何れか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　メタクリル酸メチル由来のポリマー単位を少なくとも５０重量％含む（メタ）アクリル
コポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の
分子量Ｍｗが少なくとも３０００００ｇ／ｍｏｌである、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　メタクリル酸メチル由来のポリマー単位を少なくとも５０重量％含む（メタ）アクリル
コポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の
分子量Ｍｗが２０００００００ｇ／ｍｏｌ未満である、請求項７に記載の組成物。
【請求項１０】
　メタクリル酸メチル由来のポリマー単位を少なくとも５０重量％含む（メタ）アクリル
コポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の
分子量Ｍｗが１００００００ｇ／ｍｏｌ～１２００００００ｇ／ｍｏｌである、請求項７
に記載の組成物。
【請求項１１】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが、６０℃～１０５℃である、請求項１
から１０の何れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが、７０℃～１００℃である、請求項１
から１０の何れか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　ハロゲン含有熱可塑性ポリマーが、少なくとも５０重量％の塩化ビニル単位を含む塩化
ビニルのホモ又はコポリマーから選択される、請求項１から３の何れか一項に記載の組成
物。
【請求項１４】
　組成物Ｐ１をハロゲン含有ポリマー及びフィラー（Ｆ）又は（Ｆ２）と混合する工程を
含む、請求項１、４から１０、及び１３の何れか一項に記載の組成物を調製する方法にお
いて、
　組成物Ｐ１が、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポ
リマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラー（Ｆ）又は（Ｆ１）とを含み、
　（メタ）アクリルコポリマーのガラス転移温度Ｔｇが１０５℃未満であり、フィラー（
Ｆ）又は（Ｆ１）及び（Ｆ２）の併せた量がハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して１ｐ
ｈｒ～２５０ｐｈｒであることを特徴とする、方法。
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【請求項１５】
　２種の組成物Ｐ１及びＰ２を混合する工程を含む、請求項１、４から１０、及び１３の
何れか一項に記載の組成物を調製する方法において、
　組成物Ｐ１が、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポ
リマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラーＦ又はＦ１とを含み、
　組成物Ｐ２がハロゲン含有ポリマーとフィラーＦ又はＦ２とを含むことを特徴とし、
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが１０５℃未満であり、フィラーＦ又は
Ｆ１及びＦ２の併せた量が、ハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して１ｐｈｒ～２５０ｐ
ｈｒであることを特徴とする、方法。
【請求項１６】
　組成物Ｐ１が、
　ａ）少なくとも１種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリ
ルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物を少なくとも１種のフィラー（Ｆ）又は
（Ｆ１）と混合する
工程を含む製造方法によって得られ、
　工程ａ）における（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコ
ポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラー（Ｆ）又は（Ｆ１）が水性相中の
分散体の形態であることを特徴とする、請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１７】
　組成物Ｐ１が、
　ａ）少なくとも１種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリ
ルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物を少なくとも１種のフィラー（Ｆ）又は
（Ｆ１）と混合し、
　ｂ）ａ）において得られた混合物を回収し、
　ｃ）工程ｂ）の回収された混合物を乾燥させる
工程を含む製造方法によって得られ、
　工程ａ）における（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコ
ポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物と鉱物フィラーが水性相中の分散体の形態で
あることを特徴とする、請求項１４又は１５に記載の方法。
【請求項１８】
　組成物Ｐ１が、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポ
リマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラーとからなる完全組成物Ｐ１に対して
、１重量％～５０重量％のフィラー（Ｆ）又は（Ｆ１）を含むことを特徴とする、請求項
１４から１７の何れか一項に記載の方法。
【請求項１９】
　組成物Ｐ１が粉末の形態であることを特徴とする、請求項１４から１８の何れか一項に
記載の方法。
【請求項２０】
　組成物Ｐ１が、１μｍ～５００μｍの体積メジアン粒径Ｄ５０を有する粉末の形態であ
ることを特徴とする、請求項１４から１９の何れか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　組成物Ｐ１が、１種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリ
ルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物を少なくとも１種のフィラー（Ｆ）又は
（Ｆ１）と共に含む組成物Ｐ１全体にわたって大きな変動を持たない均一な粉末であり、
組成物Ｐ１の変動がＰ１から採取されたＰ１の１重量％サンプルの全体組成物Ｐ１に対し
て３０％未満であることを特徴とする、請求項１４から２０の何れか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　組成物Ｐ１の各粉末粒子又は粒が、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（
メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラーの二成分を含む
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ことを特徴とする、請求項１９から２１の何れか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　メタクリル酸メチル由来のポリマー単位を少なくとも５０重量％含む（メタ）アクリル
コポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の
分子量Ｍｗが１００００００ｇ／ｍｏｌ～１２００００００ｇ／ｍｏｌであることを特徴
とする、請求項１４から２２の何れか一項に記載の方法。
【請求項２４】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが６０℃～１０５℃であることを特徴と
する、請求項１４から２２の何れか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　組成物Ｐ２が１ｐｈｒ～２５０ｐｈｒのフィラー（Ｆ２）を含むことを特徴とする、請
求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラーＦ又はＦ１とを含む組成物Ｐ１の、ハロゲン含有ポ
リマーとフィラー（Ｆ）又は（Ｆ２）とを含む組成物の溶融時間を減少させるための使用
において、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー
（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが１０５℃未満であり、フィラ
ーＦ又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の量がハロゲン含有熱可塑性ポリ
マーに対して１ｐｈｒ～２５０ｐｈｒであることを特徴とし、
　フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の少なくとも一部が
、炭酸カルシウム、焼成クレー、シリカ（ヒュームド又は沈降）、クレー、モンモリロナ
イト（ナノクレー）、ゼオライト又はパーライトから選択される鉱物フィラーである、使
用。
【請求項２７】
　（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ
）及び（Ａ１ｂ）の混合物とフィラーＦ１とを含む組成物Ｐ１の、ハロゲン含有ポリマー
とフィラーＦ２とを含む組成物Ｐ２の溶融時間を減少させるための使用において、（メタ
）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１ａ）及び（
Ａ１ｂ）の混合物のガラス転移温度Ｔｇが１０５℃未満であり、２種のフィラー（Ｆ１）
及び（Ｆ２）の量がハロゲン含有熱可塑性ポリマーに対して１ｐｈｒ～２５０ｐｈｒであ
ることを特徴とし、
　フィラー（Ｆ）又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の少なくとも一部が
、炭酸カルシウム、焼成クレー、シリカ（ヒュームド又は沈降）、クレー、モンモリロナ
イト（ナノクレー）、ゼオライト又はパーライトから選択される鉱物フィラーである、使
用。
【請求項２８】
　請求項１から１３の何れか一項に記載の組成物を含む物品。
【請求項２９】
　物品が、形状品、パイプ、サイディング、フローリングフィルム又はシートであること
を特徴とする、請求項２８に記載の物品。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　本発明によれば、フィラー（Ｆ）の一部又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混
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合物の一部が、（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポリ
マー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物を含む組成物に加えられる。フィラー（Ｆ）の他
の部分又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の他の部分は、ハロゲン含有熱
可塑性ポリマーとは別個に組成物に添加されるか、又は既にハロゲン含有熱可塑性ポリマ
ーと共に存在する状態で組成物に添加される。「既にハロゲン含有熱可塑性ポリマーと共
に存在する」とは、フィラー（Ｆ）の一部又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混
合物の一部を含む（メタ）アクリルコポリマー（Ａ１）又は２種の（メタ）アクリルコポ
リマー（Ａ１ａ）及び（Ａ１ｂ）の混合物が添加される前に前記フィラー（Ｆ）の他の部
分又は２種のフィラー（Ｆ１）及び（Ｆ２）の混合物の一部が、ハロゲン含有熱可塑性ポ
リマーに添加されることを意味する。
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